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１．はじめに

　これまでは雲解像モデル CReSS(Cloud Resolving Storm
Simulator)を気象庁 RSM にネスティングした予報実験を行
ってきた。CReSS に地表面過程を導入することにより、台風
事例(2002 年春 B309)や降雪事例(2002 年秋 P301、2003 年春
P326)において降水分布や雲域の形状がよく再現されるよ
うになった。
　今回は予報精度の向上を目的としてドップラーレーダデ
ータの同化を組み込んだ予報実験を行ったので、その実験
例を紹介する。

２．データ同化方式

　CReSS では４次元データ同化手法としてナッジング
(nudging)法を採用している。これはモデルの予測値と観測
値の差に適当な係数を掛け、モデルの予測値に加えること
で観測値を同化する方法である。従属変数をφで代表させ
ると、時間変化の方程式に観測値φobs に近づけるナッジン
グ項を付け加える（式１）。

３．実験例

　関東地方に大規模な雷雨がもたらされた 2002 年 8 月 2日
の事例を紹介する。2 日午後、寒冷前線が東北地方を通過し、
近畿から東北までの広い範囲で雷雲が発達した。関東地方
ではこれに熱雷も加わり同日夕方大規模な雷雨となった。
同日 16 時に東京・青梅では 42.5mm、世田谷で 38.5mm の激
しい雨を記録した。
　2002 年 8 月 2 日 0900JST を初期値とし、関東地方および
その海上を含む 500km×500km を計算領域として設定した。
水平格子は 2km、鉛直格子は平均 300m、最下層 100m となる
ようストレッチングを施した。レーダデータの反射強度お
よびドップラー速度をナッジングにより同化した。ドップ
ラー速度は VVP 法により水平風に変換してから同化した。
同化期間は初期時刻より 6 時間である。
　図１は 2002 年 8 月 2 日 1600JST における予報結果（高度
3km）である。(a)は CReSS(同化なし)、(b)は CReSS(同化あ
り)、(c)はレーダデータ(CAPPI)である。
　同日午後関東地方北部で発生した雷雲が、発達しながら
夕方にかけて関東地方南部に南下する様子がよく再現され
ている。(a)同化なしの場合この様子は再現されておらず、
レーダデータ同化により予報が改善されたことがわかる。
雷雲セルに対応すると考えられる水平スケール 10km オーダ
ーの降水パターンが解像できているのもたいへん興味深
い。
　しかし降水域が同化期間終了後 2 時間程度しか維持でき
ないという問題点も見られた。

４．今後の課題

　今後も引き続きレーダデータ同化による予報実験を重ね
る。特に同化期間終了直後の降水域衰退に対応すべくデー
タ同化方式の改良を検討する。
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図１ 2002/08/02 0900JSTを初期値とする７時間後の予報結果（高度 3km）
(a)CReSS（同化なし）雨水混合比と風。等値線は細線 0.05g/kg、太線 0.6g/kg間隔。
(b)CReSS（同化あり）雨水混合比と風。等値線は(a)と同じ。
(c)レーダ(CAPPI) 降水強度と風。等値線は細線 3mm/hr、太線 20mm/hr間隔。


